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下伊勢畑在住　照山　晋一さん

　
私
は
市
内
の
酒
店
に
勤
め
て
い
ま
す
。

　

店
は
創
業
80
年
近
く
、
現
在
の
社

長
で
三
代
目
だ
そ
う
で
す
。
前
職
と
は

違
う
仕
事
に
就
い
た
私
で
す
が
、
お
店

の
方
や
、
常
連
の
お
客
様
に
支
え
ら
れ

毎
日
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。

　
お
も
な
仕
事
は
、
お
得
意
様
へ
の
配

達
で
す
。
毎
日
、
ご
注
文
い
た
だ
い
た

商
品
を
お
客
様
に
届
け
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
お
客
様
と
の
会
話
や
「
ご
苦
労

様
」
と
い
っ
た
さ
り
げ
な
い
言
葉
に
心

が
温
ま
り
ま
す
。

　

私
は
、
他
市
か
ら
の
移
住
者
で
す
。

は
じ
め
は
な
れ
な
い
土
地
で
の
生
活
に

不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
地
元
の
方
々

の
温
か
い
心
に
支
え
ら
れ
、
も
う
す
ぐ

十
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
常
陸
大
宮
市
に
は
、
私
が
育
っ

た
子
ど
も
の
頃
の
豊
か
な
環
境
が
未
だ

に
残
さ
れ
て
お
り
、
私
の
子
ど
も
た
ち

も
春
に
は
山
菜
と
り
、
夏
に
は
魚
釣
り

等
、
四
季
折
々
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
出

来
る
だ
け
長
く
こ
の
地
で
暮
ら
し
て
い

き
た
い
と
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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常陸大宮市の人口（4月１日現在・推定常住者） 総人口46,017人(男22,552人、女23,465人） 世帯数16,242世帯

２０１１年７月２４日
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

　３月19日から22日の４日間、神輿を中心とした150人程の行列が、各地で祭事を行ないながら、常陸
太田市馬場町へ渡

と
御
ぎょ
し神社へ還

かん
御
ぎょ
する、西金砂神社小祭礼が12年ぶりに開催されました。

　氏子である諸沢地区では、５人の氏子総代が渡御行列に加わるほか、
小祭礼最終日に西

にし
四
し
ケ
か
村
そん
の式として、境内大

おお
町
まち
場
ば
で花

はな
纏
まとい
の繰込みを行

なうことになっています。昨年秋には、地区内の寄付金の収集や、花
纏の繰込みに関わる準備を行うための組織として世話人などが選出さ
れ、年末から準備を進めてきました。
　氏子４地区が負担する神社で必要とする小祭礼の経費は1,200万円
余り。諸沢独自の必要経費を加えると負担は大変な金額になりますが、
不況だからこそ景気回復を祈る気持ちが強く、目標額を上回る寄付金が集まったそうです。

　大町場での花纏の繰込みは有名ですが、その前日と翌日に、繰込みと同じ
行列を組んで地元の寺院と鎮守を回る、「笠

かさぞろ
揃え」と「笠ぬき」が行なわれ

ていることは、意外に知られていません。小祭礼への参加と、無事終了した
ことを、地区の鎮守十二所神社に報告するために行うとのことです。
　本番である大町場での繰込みの日は、風雨の強いあいにくの天候となって
しまいましたが、諸沢での催しは、春のうららかな陽気の中、茨城大学の学
生らもボランティアとして参加し、古式にのっとって行なわれました。
　歴史民俗資料館では、諸沢地区の小祭礼の様子を今回映像で記録しました。
今後、上映会や写真パネルを使ったミニ展示を行い、西金砂小祭礼の魅力を
感じていただきたいと考えています。

12年ぶり西金砂神社小祭礼


